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謙謙信信がが義義のの精精神神をを育育んんだだ地地 栃栃尾尾

１
謙
信
愛
用
の
兜
の
前
立（
市
指
定
文
化
財
、栃

尾
・
常
安
寺
所
蔵
）／
２
栃
尾
・
常
安
寺

現
在
の

本
堂
は
、昭
和
54
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。／
３

謙
信
公
銅
像（
秋
葉
公
園
内
）

左
手
に
数
珠
、右

手
に
軍
扇
、腰
に
は
刀
を
差
し
て
い
る
。

■
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

●
地
域
経
済
活
性
化
と
生
活
支
援
対
策
の
実
施

２
１
７
億
９
、
７
５
６
万
円

・
社
会
資
本
の
整
備
、
学
校
の
耐
震
化

・
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
や
研
究
開
発
支
援

・
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
拡
充

な
ど

●
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
な
ど
中
心
市
街
地
の
整
備

92
億
９
、
２
５
８
万
円

・
大
手
通
中
央
東
・
西
地
区
の
再
開
発
事
業

・
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
建
設

な
ど

●
「
天
地
人
」
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
の
推
進

８
、
９
６
１
万
円

・
観
光
客
を
も
て
な
す
環
境
の
整
備

な
ど

●
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
開
催

６
億
１
、
５
６
９
万
円

・
本
市
開
催
種
目
の
施
設
整
備

な
ど

●
創
造
的
復
興
と
地
域
振
興

１
４
４
億
５
、
７
２
５
万
円

・
中
越
大
震
災
追
悼
式
な
ど
の
開
催

・
合
併
地
域
や
中
山
間
地
の
振
興

な
ど

●
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

・
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事
業
の
推
進

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど

長
岡
市
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
で
は
、
昨
年

２
月
の
発
足
以
来
、
市
議
会
の
活
性
化
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
18
回
の
会
議
を
通
し
て
出
さ
れ

た
意
見
を
最
終
答
申
と
し
て
ま
と
め
、
４
月
13
日

に
五
井
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
答
申
の
主
な
内
容

●
一
般
質
問
の
方
法
に
つ
い
て

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
で
き
る
新
し
い
議
場
に
は
、

質
問
席
を
設
け
る
こ
と

●
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
で
は
、
委
員
同
士
の
議
論
を
活
発

な
も
の
と
し
、
各
委
員
会
の
テ
ー
マ
や
調
査
研

究
事
項
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
内
の
議
論
の
上

で
決
定
す
る
こ
と

●
調
査
・
政
策
立
案
に
つ
い
て

議
員
の
政
策
提
案
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
、
議
員
各
自
ま
た
は
会
派
で
鋭
意
努
力
す
る

こ
と
と
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
含
め
包
括
的
に

検
討
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と

●
広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て

今
後
も
積
極
的
な
広
報
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
コ
ス
ト
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
新
し
い
取

り
組
み
や
改
善
策
を
検
証
す
る
こ
と

一般会計予算は、賛成33人、反対４人の賛成多数で可決
されました（３月27日）。

経
済
と
暮
ら
し
を
元
気
に
す
る
積
極
予
算
を
可
決

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
１
、
４
４
２
億
３
、
２
０
０
万
円
で
、
20
年
度

よ
り
95
億
５
千
万
円
（
７
・
１
％
）
多
い
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
定

例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
を
目
指
し
て
最
終
答
申
を
提
出議会の活性化策をまとめた答申が議長

に提出されました（４月13日）。
右から五井議長、山田副議長、小坂井
副委員長、小熊委員長。

１

２

３

新潟国体は今秋開幕です！1
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平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
編
成

方
針
と
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て

問

世
界
経
済
の
悪
化
を
受
け
、

地
場
の
景
気
が
急
速
に
落
ち
込

ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
21

年
度
予
算
を
編
成
し
た
の
か
。

答

非
常
時
に
お
け
る
需
要
の
創

出
や
財
政
出
動
は
、
官
の
当
然

の
責
務
で
あ
る
。
金
融
危
機
の
影
響
を

受
け
、
市
税
が
落
ち
込
む
な
ど
、
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
地
域

経
済
と
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
た
。
21
年
度
は
、
将
来
に
つ
な

が
る
社
会
資
本
へ
の
積
極
的
な
投
資
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

雇
用
対
策
や
出
産
、
子
育
て
支
援
な
ど
、

市
民
生
活
の
安
心
確
保
に
も
全
力
で
取

り
組
む
。
ま
た
、
総
合
計
画
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
各
種
施
策
に
も
き
め
細
か
く
配

慮
し
た
。

財
源
に
は
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を

可
能
な
限
り
取
り
込
み
、
交
付
税
措
置

の
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
、
歳

入
の
確
保
に
努
め
た
。
そ
れ
で
も
不
足

す
る
分
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
に

よ
り
積
み
立
て
て
き
た
、
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
。

問

国
は
、
予
算
成
立
後
、
早
期

に
追
加
経
済
対
策
の
補
正
予
算

を
編
成
す
る
方
針
で
あ
る
。
本
市
も
追

加
の
経
済
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

経
済
情
勢
や
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
と
市

民
生
活
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

長
岡
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

よ
う
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
21
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て

新
市
庁
舎
（
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）
の

問
題
点
に
つ
い
て

問

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
地
下
駐
車

場
が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

300
台
か
ら
103
台
に
減
ら
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。

答

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
地
下
駐
車

場
は
103
台
だ
が
、
来
庁
者
用
の

駐
車
場
が
103
台
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

来
庁
者
用
の
駐
車
場
は
、
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
周
辺
の
既
存
駐
車
場
と
合
わ
せ
て
300

台
以
上
を
確
保
す
る
。
こ
れ
は
、
行
政

庁
舎
が
大
手
通
り
沿
い
に
３
カ
所
に
分

散
す
る
こ
と
や
、
買
い
物
つ
い
で
に
来

庁
す
る
市
民
も
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
既
存
の
駐
車
場
を
有
効
活
用
し

た
方
が
合
理
的
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
既
存
の
駐
車
場
を
活
用
し

て
も
ら
う
場
合
に
は
、
利
用
者
に
不
便

を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
案
内
表

示
板
を
整
備
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問

大
手
通
り
周
辺
の
市
営
、
県

営
駐
車
場
を
、
無
料
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。
民
間
の
駐
車
場

も
、
市
が
固
定
資
産
税
を
負
担
し
て
無

料
化
で
き
な
い
か
。

答

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
地
下
駐
車

場
は
、
来
庁
者
に
は
無
料
に
す

る
考
え
で
い
る
。
県
営
の
大
手
通
地
下

駐
車
場
は
、
県
か
ら
市
に
管
理
権
が
移

管
さ
れ
れ
ば
、
新
た
に
条
例
を
つ
く
っ

て
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
な
っ

た
場
合
、
来
庁
者
に
ど
う
い
う
形
で
利

用
し
て
も
ら
う
か
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
民
間
の
駐
車
場
は
、

税
法
上
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
柏
崎
刈
羽
原
発
問
題
に
つ
い
て

市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問

100
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大

不
況
の
中
、
本
市
も
税
収
減
は

避
け
ら
れ
な
い
。
市
が
保
有
す
る
財
産
、

資
産
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
歳
入
の
確
保
を
図
る
こ
と
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
基

本
指
針
を
検
討
し
、
計
画
的
に
ス
タ
ー

ト
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
有
地
の
売
却
収
入
は
、
平

成
13
年
度
か
ら
19
年
度
末
ま
で

で
約
30
億
円
に
な
る
。
ま
た
、
広
告
収

入
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
か
ら
、
本
庁

舎
に
広
告
マ
ッ
ト
を
導
入
す
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
、
市
有
財
産
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、

行
政
財
産
の
う
ち
、
余
裕
の
あ

る
床
は
、
貸
し
付
け
が
可
能
と
な
っ
た
。

市
有
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売
機
設
置

は
288
台
。
設
置
許
可
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
他
の
自
治
体

で
は
、
自
動
販
売
機
の
設
置
を
入
札
に

よ
る
公
募
に
切
り
換
え
て
、
大
き
な
利

益
を
上
げ
て
い
る
所
も
あ
る
。
本
市
で

も
公
募
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

設
置
は
、
設
置
者
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
後
、「
長
岡
市
行
政
財

産
の
目
的
外
使
用
条
例
」
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
管
理
者
が
許
可
し
て

い
る
。
公
募
方
式
に
よ
る
設
置
は
、
収

益
を
上
げ
る
の
に
有
効
な
手
段
の
一
つ

だ
と
考
え
て
い
る
。
既
に
自
動
販
売
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
経

緯
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
導
入
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か
に
つ
い
て

・
ご
み
屋
敷
問
題
に
つ
い
て

市
役
所
移
転
な
ど

中
心
市
街
地
開
発
に
つ
い
て

問

中
心
市
街
地
関
連
事
業
費
は
、

３
年
間
で
500
億
円
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
事
業
内
容
と
財
源
内
訳
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

事
業
内
容
は
、
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
整
備
が
約
130
億
円
、
駅
前
広

場
、
子
育
て
支
援
施
設
、
ま
ち
な
か
キ

ャ
ン
パ
ス
に
か
か
る
事
業
が
約
70
億
円
、

丸
専
と
イ
チ
ム
ラ
跡
地
の
再
開
発
に
交

付
す
る
補
助
金
が
約
40
億
円
、
シ
ビ
ッ

ク
コ
ア
地
区
の
事
業
費
が
約
130
億
円
で

合
計
約
370
億
円
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
の
国
と
民
間
施
設

の
整
備
費
や
、
再
開
発
事
業
の
施
工
者

負
担
分
な
ど
の
関
連
投
資
約
110
億
円
を

合
わ
せ
る
と
、
約
480
億
円
と
な
り
、
500

億
円
近
い
事
業
費
と
な
る
。
な
お
、
こ

の
110
億
円
に
つ
い
て
は
、
市
の
負
担
は

一
切
な
い
。

370
億
円
の
現
時
点
で
の
財
源
内
訳
は
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
で
約
120
億
円
、

起
債
で
約
180
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

市
の
持
ち
出
し
分
は
、
都
市
整
備
基
金

で
約
45
億
円
、
一
般
財
源
で
約
25
億
円

を
想
定
し
て
い
る
。

問

今
日
の
経
済
状
況
の
悪
化
を

考
え
る
と
、
市
役
所
移
転
計
画

は
凍
結
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の
考

え
は
。

答

100
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世

界
的
な
経
済
危
機
に
直
面
し
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
思
い
切
っ
た
財

政
出
動
を
行
い
、
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
平
成
21
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

合
併
の
検
証
と

支
所
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

問

４
月
で
合
併
５
年
目
と
な
り
、

見
直
し
の
年
と
な
る
。
合
併
の

検
証
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
声
を
聞

き
、
地
域
別
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
対
処
し
て
き
た

町
内
会
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、

改
善
に
生
か
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答

長
岡
の
合
併
は
、
時
間
を
か

け
て
緩
や
か
に
一
体
化
を
進
め

て
き
た
。
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
住
民
の
声
を
し
っ
か
り
聞

い
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
財
政
が
ど

う
な
っ
た
か
、
他
地
域
と
の
比
較
で
は

ど
う
か
、
な
ど
の
点
で
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

合
併
時
、
支
所
は
各
地
域
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
い
、
地
域

委
員
会
と
連
携
し
て
地
域
自
治
を
進
め

る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
支
所
で

は
、
組
織
の
統
合
や
人
員
の
削
減
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
位

置
付
け
で
支
所
の
運
営
を
し
て
い
く
の

か
。答

合
併
協
定
に
よ
り
、
合
併
５

年
経
過
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
成

果
の
検
証
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
、
支

所
の
位
置
付
け
や
機
能
に
つ
い
て
も
そ

の
中
で
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。
人
員

配
置
に
つ
い
て
は
、
本
庁
、
支
所
に
限

ら
ず
、
業
務
に
応
じ
た
配
置
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
合
併
の
検
証
を
踏
ま
え
、

適
正
な
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

・
小
国
地
域
の
「
天
地
人
」
に
よ
る
地

域
振
興
に
つ
い
て

小熊 正志 議員
（５期・市民クラブ）

五十嵐 清光 議員
（５期・無所属）

もっと詳しい内容が知りたい方へ

一般質問の詳細は、６月上旬発行予定の会議録、またはホームページ

上の会議録検索システムをご覧ください。

■会議録のあるところ
○市役所 ○各支所

・市民情報ラウンジ ○市民センター

・情報公開コーナー ○市内図書館

・議会図書室 など

中村 耕一 議員
（１期・公明党）

笠井 則雄 議員
（３期・共産党市議団）

細井 良雄 議員
（１期・共産党市議団）

※１ 市長は、３月27日に開かれた議員協議会で、川口町との合併協議を開始することを表明した。
※２ 水田フル活用対策……食料自給率の維持・向上を図るため、水田で主食用米だけでなく、大豆や麦、米粉用米や飼料作物などを生産し、水田をフル活用

すること。この対策の一つに、米粉用米などを前年以上に作付拡大した生産者に、交付金が交付される制度がある。 2
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

長
岡
の
顔
と
し
て
の
中
心
市

街
地
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答

中
心
市
街
地
は
、
長
岡
を
最

初
に
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
は
、

長
岡
を
紹
介
す
る
場
所
で
あ
る
。
一
方
、

合
併
し
た
28
万
市
民
に
と
っ
て
は
、
長

岡
を
代
表
す
る
場
所
で
あ
り
、
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
だ
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
中
心
市
街
地
に
は
、
市
民
協

働
の
象
徴
と
な
る
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
や
議

会
が
あ
り
、
長
岡
市
民
が
誇
り
に
思
え

る
よ
う
な
品
格
を
有
し
た
ま
ち
に
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

問

新
し
い
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
は
、
ハ
ー
ド
整
備
の

充
実
に
比
べ
て
、
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

が
弱
い
。
長
岡
の
顔
と
し
て
の
中
心
市

街
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
に
は
、
商
業

の
活
性
化
も
大
切
で
は
な
い
か
。

答

ま
ち
に
住
む
生
活
者
の
視
点

に
立
て
ば
、
日
常
の
買
い
物
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
、
商
業
機
能
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
大
手
通
商
店
街
で
は
、
月
に
１

回
、
商
店
が
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
商

店
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
新
年
度
か
ら
は
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、
商
店
街
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
施
設
の

検
討
を
始
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
施

設
で
は
、
合
併
地
域
の
特
産
品
を
展
示

し
た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
こ
と
も
検

討
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
ま
ち
に
住
む
生
活
者
や
合
併
地
域

と
の
連
携
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
積
極

的
に
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
口
町
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

問

平
成
13
年
に
合
併
研
究
会
が

始
ま
っ
て
以
来
、
市
長
は
中
核

市
、
40
万
人
都
市
を
目
指
し
、
周
辺
自

治
体
に
合
併
の
門
戸
を
開
い
て
い
る
と

表
明
し
て
き
た
。
そ
の
姿
勢
に
変
わ
り

は
な
い
か
。

答

川
口
町
に
限
ら
ず
、
長
岡
地

域
広
域
市
町
村
圏
を
構
成
し
て

い
る
市
町
村
に
対
し
て
、
常
に
合
併
の

門
戸
を
開
い
て
い
る
こ
と
に
今
も
変
わ

り
は
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
合
併
す
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で

あ
る
。
川
口
町
が
合
併
の
意
思
を
明
確

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
40
万
人
都
市
構

想
を
提
唱
し
て
い
る
市
長
と
し
て
、
大

変
重
く
受
け
と
め
て
い
る
が
、
合※

１

併
協

議
に
入
る
か
否
か
の
判
断
は
、
市
議
会

と
も
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。問

川
口
町
の
財
政
状
況
や
健
全

化
へ
の
自
助
努
力
を
、
市
は
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
川
口
町

の
21
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

川
口
町
は
18
年
７
月
か
ら
財

政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
や
人
件
費
の
削
減
、

川
口
温
泉
な
ど
町
営
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
か
な
り
無
理
を
し
て
削
減
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
結
果
的
に
、

当
初
見
込
み
よ
り
起
債
残
高
を
大
幅
に

減
ら
し
、
か
つ
基
金
を
多
く
積
み
立
て

て
お
り
、
自
助
努
力
に
つ
い
て
は
一
定

の
評
価
を
し
て
い
る
。
21
年
度
予
算
に

つ
い
て
も
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な

く
緊
縮
予
算
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
今

後
、
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
が
な
い
か
、

現
在
内
容
を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

農
業
政
策
等
に
つ
い
て

問

国
は
食
料
自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
米
粉
用
米
や
飼
料

米
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
に
お
け
る
米
粉
用
米
や
飼
料
米
の

生
産
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
水※

２

田
フ

ル
活
用
対
策
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答

今
年
度
の
米
粉
用
米
の
生
産

は
35
㌶
程
度
と
聞
い
て
い
る
。

水
田
フ
ル
活
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
食

料
自
給
率
の
向
上
や
不
作
付
地
の
解
消

を
目
的
と
す
る
理
念
は
賛
同
で
き
る
。

し
か
し
、
交
付
金
の
対
象
と
な
る
作
物

が
国
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

が
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
な
ど

に
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。
米
粉
や
飼
料

米
と
い
っ
た
全
国
一
律
の
戦
略
作
物
で

は
な
く
、
地
域
で
食
料
自
給
率
向
上
に

寄
与
す
る
作
物
に
対
し
て
支
援
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

農
地
法
が
改
正
さ
れ
れ
ば
、

一
般
企
業
が
農
業
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
本
市
に
お
け
る
企
業

の
農
業
参
入
状
況
は
。
ま
た
、
農
地
の

適
正
利
用
は
、
誰
が
監
視
す
る
の
か
。

答

現
在
３
社
が
参
入
し
、
８
社

が
参
入
を
検
討
し
て
い
る
。
企

業
形
態
と
し
て
は
、
建
設
会
社
や
人
材

派
遣
会
社
、
福
祉
法
人
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

農
地
の
適
正
利
用
の
監
督
に
つ
い
て

は
、
市
で
年
１
回
の
営
農
計
画
達
成
報

告
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
年
２
回
以
上

現
場
に
出
向
き
、
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
も
年
１
回
、
農

地
の
違
法
転
用
や
不
法
投
棄
が
な
い
か
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

雇
用
対
策
と

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

問

市
は
12
月
定
例
会
で
、
事
業

主
に
対
す
る
国
の
雇
用
支
援
制

度
の
改
正
を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
答

弁
し
て
い
た
が
、
雇
用
維
持
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答

昨
年
12
月
、
市
と
公
共
職
業

安
定
所
は
、
商
工
会
議
所
や
経

済
団
体
に
対
し
て
、
雇
用
の
維
持
を
要

請
し
た
。
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
、
市
長

自
ら
、
市
内
の
事
業
者
と
経
済
対
策
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
国
の
制
度
改
正

の
内
容
周
知
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

に
市
内
190
の
事
業
所
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
助
成
金
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
国
の
新
し
い
助
成
金

制
度
の
案
内
を
市
内
事
業
所
に
送
付
す

る
な
ど
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

２
月
20
日
ま
で
に
、
市
内
200
の
事
業
所

で
こ
の
助
成
金
制
度
が
活
用
さ
れ
た
。

問

経
済
対
策
や
中
小
企
業
支
援

の
観
点
か
ら
、
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

を
含
め
、
公
共
工
事
は
で
き
る
だ
け
地

元
企
業
に
発
注
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

答

公
共
工
事
の
発
注
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
企
業
で
施
行
可
能

な
も
の
は
原
則
、
地
元
に
発
注
し
て
い

る
。
建
設
工
事
全
体
に
占
め
る
地
元
企

業
の
受
注
率
は
、
平
成
21
年
１
月
末
現

在
、
金
額
ベ
ー
ス
で
87
％
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
土
木
工
事
は
99
％
が
地
元
の
受

注
と
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
工
事
な

ど
、
技
術
的
に
参
加
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
今
後
も
地
元
企
業
の
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
地
域
経
済
を
支
え
る
農
業
の
再
生
に

つ
い
て

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

問

基
本
設
計
で
は
、
事
業
費
が

117
億
円
か
ら
130
億
円
に
、
駐
車

場
が
300
台
か
ら
120
台
に
大
き
く
変
更
さ

れ
た
。
設
計
の
段
階
で
、
市
が
こ
れ
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

答

事
業
費
は
平
面
計
画
が
固
ま

ら
な
い
と
積
算
で
き
な
い
の
で
、

そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
相

当
難
し
い
。
今
回
の
設
計
で
は
、
市
は

設
計
者
に
対
し
て
、
必
要
最
小
限
の
条

件
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
、
あ
と
は
設

計
者
の
発
想
を
最
大
限
生
か
す
形
で
進

め
て
き
た
。
駐
車
場
の
問
題
も
、
使
わ

れ
て
い
な
い
既
存
の
駐
車
場
を
活
用
し

た
方
が
合
理
的
だ
と
い
う
、
設
計
者
の

発
想
を
尊
重
し
た
結
果
で
あ
る
。

問

駐
車
場
を
120
台
に
減
ら
し
た

と
し
て
も
、
車
で
来
庁
す
る
人

の
利
便
性
は
保
証
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
既
存
駐
車
場
の
活
用
を
表
明
し

て
い
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答

大
手
通
地
下
駐
車
場
が
県
か

ら
移
管
さ
れ
れ
ば
200
台
が
確
保

で
き
る
。
ま
た
、
表
町
地
区
の
再
開
発

や
、
市
営
表
町
駐
車
場
の
立
体
化
な
ど

の
再
整
備
が
さ
れ
れ
ば
、
約
200
台
分
が

確
保
で
き
る
。
さ
ら
に
、
原
信
プ
リ
ー

ズ
跡
地
に
100
台
分
が
整
備
で
き
れ
ば
、

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
地
下
駐
車
場
と
合
わ
せ

て
、
約
600
台
が
確
保
可
能
と
な
る
。
市

役
所
に
来
た
つ
い
で
に
買
い
物
し
た
り

す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
ち
な
か
に

駐
車
場
を
面
的
に
確
保
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
利
便
性
は
向
上
す
る
と
考
え
て

い
る
。
既
存
駐
車
場
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
案
内
表
示
板
を
整
備
す
る
な
ど
、

市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
万

全
の
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

厳
し
い
雇
用
状
況
下
に
お
け
る

教
育
機
会
の
均
等
に
つ
い
て

問

今
後
、
家
庭
の
経
済
的
理
由

で
学
業
に
困
難
を
来
た
す
子
ど

も
は
、
ど
の
く
ら
い
増
え
る
と
予
測
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
奨
学
金
制
度
は
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
、「
就※

３

学
援
助
制

度
」
の
申
請
に
雇
用
の
悪
化
に

よ
る
増
加
は
見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、「
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ
」

を
小
中
学
生
の
い
る
全
世
帯
に
配
布
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。

奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
奨
学

金
は
県
や
公
益
法
人
が
行
っ
て
い
る
の

で
、
県
か
ら
各
学
校
に
募
集
案
内
が
配

布
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
米
百
俵
財

団
が
大
学
生
に
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
周
知
は
、
各
高
校
な
ど

へ
募
集
案
内
を
送
付
し
た
り
、
ポ
ス
タ

ー
や
市
政
だ
よ
り
で
行
っ
て
い
る
。

問

母
子
家
庭
へ
の
就
業
支
援
の

実
績
は
。
ま
た
、
就
業
訓
練
期

間
中
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
母※

４

子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
費
給
付
事
業
」
で
は
、
19
年
度

に
４
件
を
給
付
し
た
。
21
年
度
か
ら
は

新
た
に
「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
等
支
給
事
業
」
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
、

高
等
技
能
の
習
得
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

訓
練
期
間
中
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、

一
人
親
家
庭
の
児
童
を
優
先
的
に
保
育

園
に
入
園
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
一
時
保

育
や
保
育
園
の
送
迎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
策
を
用
意
し
て
い
る
。

※３ 就学援助制度……経済的な理由で小・中学校にかかる費用に困っている保護者に、学用品費や給食費などを援助する制度。
※４ 母子家庭自立支援教育訓練費給付事業……母子家庭の母の就労を促進するため、指定された講座を受講した場合、修了後に受講費の一部を支給し、母子

家庭の自立を支援する制度。

関 充夫 議員
（１期・市民クラブ）

諸橋 雄 議員
（２期・共産党市議団）

関 正史 議員
（２期・市民クラブ）

関 貴志 議員
（３期・無所属）

杉本 輝榮 議員
（２期・民成クラブ）

大平 美惠子 議員
（２期・無所属の会）
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シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て

問

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
建
設
の
多
額

の
事
業
費
を
、
地
元
経
済
や
地

元
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の

具
体
策
は
。

答

現
在
、
実
施
設
計
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
話

は
も
う
少
し
先
に
な
る
が
、
中
心
市
街

地
に
か
か
る
事
業
費
を
い
か
に
地
元
に

ま
わ
す
か
が
、
市
長
の
責
務
だ
と
考
え

て
い
る
。
建
築
工
事
に
は
、
建
物
本
体

の
工
事
の
ほ
か
に
、
電
気
や
設
備
、
内

装
や
家
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が

あ
る
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
地
元
企

業
か
ら
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
整
備
に
関
わ
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

問

市
民
協
働
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営

や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
市
の
基
本
的

な
考
え
は
。

答

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
は
、
市
民
活

動
の
場
で
あ
り
、
市
民
協
働
の

拠
点
で
あ
る
。
設
計
に
お
い
て
も
、
市

役
所
ス
ペ
ー
ス
と
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

が
モ
ザ
イ
ク
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
生
か
す
た
め
に
は
、
中
土
間
で

あ
る
屋
根
付
き
広
場
や
多
目
的
ア
リ
ー

ナ
、
中
小
ホ
ー
ル
な
ど
の
管
理
運
営
に

は
、
従
来
の
行
政
主
体
の
形
で
は
な
く
、

市
民
の
自
由
な
発
想
や
民
間
活
力
を
生

か
せ
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
な
運
営
方
法
に
つ
い

て
は
、
市
民
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

市
民
活
動
団
体
や
有
識
者
と
じ
っ
く
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関
す
る

基
本
計
画
と
市
民
協
働
条
例
に
つ
い

て

水
道
事
業
に
つ
い
て

問

有
収
率
（
配
水
さ
れ
た
量
の

う
ち
、
収
益
に
な
っ
た
量
の
比

率
）
が
低
い
原
因
と
そ
の
対
策
は
。

答

二
度
の
震
災
に
よ
る
、
漏
水

の
増
加
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
有
収
率
は
、
中
越
大
震
災
前
は
89

・
２
％
だ
っ
た
が
、
中
越
沖
地
震
後
の

平
成
19
年
度
に
は
、
87
・
４
％
に
ま
で

低
下
し
た
。

今
後
は
、
漏
水
調
査
を
強
化
し
、
短

期
的
な
有
収
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
根
本
的
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
老

朽
管
の
敷
設
換
え
を
計
画
的
に
実
施
し
、

有
収
率
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

人
口
減
少
や
節
水
家
電
の
普

及
に
よ
り
、
使
用
水
量
の
減
少

や
水
道
料
金
の
減
収
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
備
え
は
。

答

19
年
度
末
に
お
け
る
本
市
の

給
水
人
口
は
、
前
年
度
よ
り
１
、

４
４
０
人
（
０
・
５
％
）
減
少
し
、
使

用
水
量
も
53
万
７
千
立
方
㍍
（
１
・
５
％
）

ほ
ど
減
少
し
た
。
そ
の
結
果
、
料
金
収

入
は
８
、
７
０
０
万
円
（
１
・
５
％
）

減
少
し
た
。
現
行
の
料
金
で
推
移
し
た

場
合
、
純
利
益
や
内
部
留
保
資
金
が
年
々

減
少
し
、
24
年
こ
ろ
に
は
資
金
収
支
が

厳
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

今
後
は
、
民
間
へ
の
業
務
委
託
の
推

進
や
、
経
営
改
革
に
よ
る
経
費
削
減
、

小
規
模
施
設
の
統
廃
合
な
ど
に
努
め
、

使
用
水
量
減
少
の
時
代
に
適
応
し
た
経

営
の
確
立
に
努
力
し
て
い
く
。ま
た
、水

道
事
業
の
健
全
経
営
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
水
道
料
金
の
見
直
し

も
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
雁
木
に
つ
い
て

※定住自立圏構想……一定規模以上の市を中心市として、その中心市と近隣市町村が、医療や福祉、環境や地域公共交通など、さまざまな分野で相互連携する
ことで、各自治体が共存共栄しながら、自立的・持続的な地域づくりを進めるもの。
本市は、平成20年12月に、総務省から定住自立圏構想を先行的に実施する団体として決定を受けた。

小坂井 和夫 議員
（６期・民成クラブ）

西澤 信勝 議員
（２期・無所属の会）

総務委員会 行政視察報告
■視察期間：平成21年１月27日～29日
■視察地・視察項目
福岡県福岡市：防災・危機管理体制の強化について
佐賀県佐賀市：市民総合窓口、人口問題・地域振興について
長崎県長崎市：職員力の向上について

●福岡市
福岡市は平成17年３月に発生した福岡県西方沖地震（最大震度６弱）や二度の大水害

を踏まえて、災害時の防災対策を行っています。公共施設の耐震化、危機管理監を設置
しての体制強化、災害情報伝達体制、自主防災組織の結成、活動の支援、防災リーダー
の育成など、当市とほぼ同様の取り組みが行われていました。しかし、特筆すべきなの
は、警固断層帯（マグニチュード7.2で市内中心部などが震度６強以上の地震が今後30年
以内に発生する確率は、0.3～６％であり、国内では高いグループに属する）に着目した
「福岡市耐震改修促進計画」であり、その中でも「揺れやすさマップ」を作成している
点です。このマップは、建築物の地震に対する安全性の向上に関する啓発や知識の普及
を目的としていますが、自分の住宅や勤務先などの地震を想定した揺れやすさが明白に
示されています。視覚的に各地域の想定される震度が確認できるのは、大胆で画期的な
取り組みだと思いました。

●佐賀市
佐賀市は、当市と同様、二度の合併を経て、人口も面積も増加しましたが、結果とし

て過疎問題や地域振興という課題も抱えました。急速に少子高齢化する人口構造の変化
に対応するため、人口問題対策室を設置し、①定住促進対策、②限界集落対策、③団塊
世代対策、④広報体制の充実―などに取り組んでいます。また、合併によって総合計画
を見直し、グリーンツーリズムなど観光面から都市農山村交流で交流人口の増加が期待
できるとしており、市になったことで発信力の強化、スケールメリットが大きいという
説明もありました。
市民総合窓口については、当市のシティホール完成後に配置予定の「市民により便利

なワンストップサービスの窓口」の先行事例として説明
を受け、現場の窓口も見学してきました。特色は、一つ
の窓口でほとんどの手続きが終了すること、常時３、４
人のフロアマネージャーを配置していることです。また、
平成17年からは、証明書自動交付機を設置して、来訪者
の時間短縮に寄与しています。窓口のある１階は開放感
があり、カウンターは流線型で、全体的に来訪する市民
を温かく迎えている印象を受けました。なお、時間短縮
して日曜日にも窓口を開設しています。

●長崎市
現在の市長は、市役所の最大の資源は「人材」であるとして、職員力推進室を設置し

ました。職員に求められる「職員力」とは「常に意欲的に職場の使命を果たそうとする
力！」と定義し、４つの柱（①職員の意欲を高め能力開発を支援する、②活力ある職場
風土、③職員の能力・適性を生かした人事制度を確立する、④市民と協働して地域を創
る）を基本として、職員の力を最大限に引き出す取り組みをしています。ユニークな取
り組みとしては、庁内イントラネットを活用して、職員が直接市長と意見交換ができる
仕組みや、部長職がビジョン（部のあるべき姿）を策定して、方向性を明確にすること
で職員の足並みを揃え、判断基準にしているもの、職員と企業経営者やＮＰＯ法人、市
民団体の代表等が協働・学習して、まちづくりのあり方、提言を考える異業種交流研修
などがありました。

３日間の視察全体を通じて、新しい長岡市役所（シティホール）造りに向けて、先進
的な取り組みを学び、今後の検討素材となりました。

（報告：永井 亮一）

市議会の活動報告
■総務委員協議会
３月25日 長岡市市税条例、長岡市都市計画税条例の

一部改正の概要について

■市議会活性化検討委員会
主に下記の内容について見直しを行いました。
１月26日 議会運営に関する申し合わせについて
２月18日 特別委員会について

広報・広聴活動に関すること
２月27日 議員の調査・政策立案に関すること
４月２日 最終答申について
４月13日 最終答申について（継続）

■議員協議会
下記の内容について執行部と質疑を交わしました。
２月３日 定

※

住自立圏構想について
２月17日 平成21年度当初予算（案）について

定住自立圏構想の中心市宣言書（案）について
３月17日 川口町との合併協議について
３月27日 川口町との合併協議について

■議員合併研究会
２月16日、３月４日、３月19日の３回にわたり開催されました。川口町の

財政状況や町所有施設の経営状況などの資料を基に、合併した場合、どのよ
うな効果や影響があるのかを検証しました。

●川口町との合併をめぐる主な質疑
問 川口町は飛び地になるが、問題はないのか。
答 川口町と本市は、広域市町村圏が昭和46年に設定されて以来、施設の相
互利用などを一体となってやってきた。また、飛び地になったとしても、消
防や救急などの行政サービスを実施していく上で、支障はないと考えている。
問 川口町と合併する場合、小千谷市にも配慮が必要ではないか。
答 ３月26日に小千谷市長を訪問し、本市の考えや経緯を説明したが、川口
町と合併協議に入ることに異論はないとのことだった。
問 川口町は、平成21年度末で64億円の借金が残る見込みであるが、合併に
よる本市への影響はないのか。
答 64億円のうち、44億円は国により交
付税措置されるので、町の実質負担額は
20億円である。この20億円は、川口町の
貯金や、合併で町長や議員などの人件費
が削減できることにより、市民に負担を
かけずに返済できる見通しである。

議員協議会（３月27日）

佐賀市／市民総合窓口
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167号

地
域
経
済
を
守
る
積
極
予
算
に
賛
成

市
民
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
長

小
熊

正
志

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的

な
金
融
危
機
と
世
界
同
時
不
況
の
嵐
は
、
長
岡

に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
普
通
建
設
事
業
費
の
大
幅
な
増
額
な

ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
７
・
１
％
増
の
積
極

予
算
を
編
成
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
評
価
す

る
も
の
で
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
経
済
・
生
活
対
策

で
は
、
社
会
資
本
へ
の
積
極
投
資
、
中
小
企
業

へ
の
支
援
拡
充
や
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
拡

充
な
ど
、
ま
た
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
建
設
着
手
を

は
じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
の
整
備
、「
天
地
人
」

を
活
用
し
た
観
光
誘
客
の
推
進
、
ト
キ
め
き
新

潟
国
体
の
開
催
な
ど
へ
の
重
要
課
題
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
合
計
画
の
推
進
で
は
、「
熱
中
！

感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」
の
一
層
の
推
進
や
、

関
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、
和
島

地
域
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
、
そ
し

て
日
越
小
学
校
の
増
改
築
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
環
境
の
整
備
、
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事
業

の
推
進
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

き
め
細
や
か
に
予
算
配
分
さ
れ
て
お
り
、
評
価

で
き
る
も
の
で
す
。

危
機
的
な
経
済
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
を
生
か
し
て
、
地
域
経
済
の
支
援
に
全
力

で
取
り
組
む
本
予
算
は
、
市
民
の
期
待
に
十
分

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
、

平
成
21
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
市
民
ク
ラ
ブ

は
賛
成
し
ま
す
。

公
共
事
業
費
を
市
内
企
業
の
活
性
化
に

民
成
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
長

小
坂
井

和
夫

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世

界
経
済
の
悪
化
が
、
わ
が
長
岡
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
市
税
収
入
の
大
幅
な
減
収

を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
中
で
の
厳
し
い
予
算

編
成
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

評
価
で
き
る
点
と
し
て
は
、

①
市
税
収
入
が
悪
化
す
る
中
、
経
済
対
策
を
中

心
に
積
極
的
な
予
算
が
組
ま
れ
た
こ
と

②
市
長
の
事
業
所
訪
問
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
中

小
企
業
融
資
や
資
金
繰
り
対
策
の
充
実

③
校
舎
耐
震
化
の
完
了
計
画
、
養
護
学
校
高
等

部
の
増
築
や
妊
婦
健
診
の
全
額
無
料
化
な
ど
、

教
育
・
福
祉
へ
の
積
極
策
を
打
ち
出
さ
れ
た
こ

と
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
不
十
分
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い

点
と
し
て
は
、

①
市
臨
時
職
員
の
継
続
・
新
規
雇
用
以
外
に
も
、

技
能
訓
練
・
技
術
習
得
な
ど
へ
の
支
援
を
通
し

た
雇
用
対
策
が
望
ま
れ
た
こ
と

②
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
公
共

事
業
費
を
市
内
企
業
に
還
元
し
、
地
元
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
道
筋
の
明
確
化
が
必
要
な

こ
と
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
建
設
を
契
機
と
し
た
「
市
民

協
働
」
の
具
体
化
、
男
女
協
働
条
例
の
早
急
な

制
定
、
天
地
人
放
映
、
国
体
を
通
じ
た
「
市
民

の
一
体
感
」
の
構
築
な
ど
、
積
極
的
な
市
政
運

営
を
通
じ
て
市
民
が
自
信
と
展
望
を
持
て
る
こ

と
を
期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

不
屈
の
「
米
百
俵
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
予
算

無
所
属
の
会

会
長

西
澤

信
勝

平
成
21
年
度
予
算
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界

同
時
不
況
の
中
、
悪
化
す
る
景
気
と
雇
用
、
暮

ら
し
に
対
し
て
「
官
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

問
わ
れ
る
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

基
幹
収
入
で
あ
る
市
税
が
18
億
６
千
万
円
減

少
す
る
と
い
う
見
込
み
の
下
、「
経
済
と
暮
ら
し

を
元
気
に
」
と
の
願
い
を
か
け
る
前
年
比
７
・

１
％
増
の
積
極
予
算
は
、
こ
の
非
常
時
に
こ
そ

委
縮
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
事
業
に
し
っ

か
り
投
資
し
て
地
域
経
済
を
け
ん
引
す
る
の
だ

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
費
・
下
水
道
整
備
費
・
生
活
関
連

道
路
補
修
費
等
の
増
額
、
学
校
耐
震
化
工
事
の

前
倒
し
、
公
園
や
遊
具
の
安
全
対
策
推
進
な
ど
、

必
要
な
公
共
事
業
に
は
前
向
き
に
取
り
組
み
、

福
祉
・
教
育
分
野
で
の
拡
充
事
業
な
ど
も
挙
げ

ら
れ
、
市
民
生
活
に
心
強
さ
と
安
心
を
与
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

23
年
度
完
成
を
目
指
し
工
事
に
着
手
す
る
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
は
、
将
来
の
長
岡
市
を
見
据
え
た

視
野
で
こ
れ
を
生
か
す
「
ソ
フ
ト
」
の
充
実
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
連
動
し
て
実
施
さ

れ
る
市
民
防
災
公
園
、
消
防
本
部
庁
舎
等
の
整

備
は
、
災
害
か
ら
の
貴
重
な
経
験
を
未
来
へ
つ

な
げ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
長
岡
市
の
「
顔
」

駅
前
の
中
心
市
街
地
が
新
た
に
市
民
協
働
の
拠

点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
こ
の
年
は
、

50
年
、
100
年
先
の
ま
ち
の
輪
郭
が
見
え
て
く
る

と
感
じ
ま
す
。

本
予
算
の
着
実
な
執
行
を
お
願
い
し
つ
つ
、

今
後
の
社
会
状
況
の
変
化
に
も
目
配
り
し
、
弾

力
的
対
応
を
望
み
ま
す
。

経
済
と
暮
ら
し
を
元
気
に
！

公
明
党

幹
事
長

藤
井

達
徳

100
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
未
曽
有
の
経
済
危

機
。
所
得
が
伸
び
悩
む
一
方
で
、
生
活
必
需
品

を
中
心
と
し
た
物
価
高
は
市
民
生
活
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算
は

「
経
済
と
暮
ら
し
を
元
気
に
す
る
積
極
予
算
」

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
と
す
る
中
心
市
街
地
の
整
備
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
を
活
用
し
た
観
光
の
推

進
や
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
開
催
な
ど
、
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
と
も
に
全
国
へ
の
情
報
発
信
の
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
。

さ
ら
に
、
中
小
企
業
へ
の
資
金
繰
り
支
援
、

小
・
中
学
校
の
整
備
や
耐
震
化
の
促
進
等
の
経

済
対
策
。
臨
時
職
員
等
の
雇
用
の
拡
大
な
ど
の

雇
用
対
策
。
妊
婦
健
診
の
14
回
分
の
助
成
や
中

越
こ
ど
も
急
患
セ
ン
タ
ー
の
土
曜
日
夜
間
診
療

の
開
始
等
の
生
活
安
心
確
保
対
策
。
ま
た
、
生

ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
事
業
の
推
進
な
ど
の
環
境

対
策
。
こ
れ
ら
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
に

も
き
め
細
か
く
予
算
配
分
さ
れ
て
お
り
、
評
価

し
ま
す
。

一
方
、
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
と
し

て
、
電
子
市
役
所
の
推
進
、
市
税
等
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
の
促
進
、
指
定
管
理
者
制
度
の
積
極
的

な
導
入
、
ま
た
職
員
の
適
正
配
置
と
人
件
費
の

削
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
が
、
長
岡
経
済
と
市
民
の
暮
ら

し
を
元
気
に
す
る
た
め
効
果
的
に
執
行
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

日
本
経
済
は
急
速
に
悪
化
し
、
雇
用
や
暮
ら

し
は
大
変
で
す
。
こ
の
情
勢
の
下
、
本
市
の
予

算
は
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
住
民
福
祉
を
向

上
さ
せ
る
と
い
う
地
方
自
治
体
本
来
の
立
場
に

立
っ
た
政
策
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
立

場
で
見
る
と
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

第
一

財
政
問
題
。
平
成
20
年
度
末
に
お
け

る
地
方
債
残
高
は
、
一
般
会
計
で
約
１
、
３
８

２
億
円
、
特
別
会
計
で
約
880
億
円
の
見
込
み
。

市
民
１
人
当
た
り
の
借
金
は
一
般
会
計
で
49
万

３
千
円
、
特
別
会
計
で
は
31
万
４
千
円
と
な
り
、

合
わ
せ
る
と
80
万
７
千
円
に
も
な
り
ま
す
。

第
二

市
役
所
移
転
な
ど
中
心
市
街
地
開
発

の
問
題
。
平
成
19
年
、
厚
生
会
館
地
区
整
備
設

計
コ
ン
ペ
の
仕
様
書
に
よ
れ
ば
「
事
業
費
は
100

億
円
」「
駐
車
場
は
350
台
」
な
ど
と
指
示
。
議
員

協
議
会
に
お
い
て
、
駐
車
場
は
120
台
に
、
工
事

費
が
130
億
円
に
跳
ね
上
が
る
と
説
明
。
仕
様
書

内
容
を
逸
脱
し
た
基
本
設
計
は
重
大
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
景
気
悪
化
を
考
え
る
と
「
市

役
所
移
転
計
画
」
は
凍
結
す
べ
き
で
す
。

ほ
か
に
、
西
部
丘
陵
東
地
区
開
発
推
進
事
業

は
、
多
額
の
税
金
投
入
に
道
を
開
く
危
険
が
あ

る
と
指
摘
。
安
全
性
が
確
認
さ
れ
な
い
柏
崎
刈

羽
原
発
問
題
が
あ
る
中
、
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
反
対
で
す
。
さ
ら

に
、
市
役
所
移
転
な
ど
開
発
事
業
が
突
出
す
れ

ば
、
合
併
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
実
行

も
危
う
い
と
指
摘
し
、
平
成
21
年
度
長
岡
市
一

般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

地
財
計
画
を
大
幅
に
上
回
る

予
算
執
行
に
期
待

し
ん
し
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
長

永
井

亮
一

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
、

４
４
２
億
円
。
対
前
年
度
比
で
95
億
円
の
増
、

率
で
７
・
１
％
と
、
国
が
定
め
た
地
方
財
政
計

画
の
一
般
歳
出
規
模
の
伸
び
率
０
・
７
％
を
大

幅
に
上
回
る
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
景
気
後
退
を
受
け
市
税
の
減
収

額
が
18
億
円
と
大
き
い
。
そ
の
減
収
分
を
地
方

交
付
税
の
23
億
円
増
が
カ
バ
ー
し
、
ま
た
前
年

同
様
に
諸
収
入
の
88
億
円
増
を
も
っ
て
新
年
度

予
算
の
財
源
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
商
工
費
の
100
億
円
増
が
突
出
し

て
お
り
、
産
業
経
済
対
策
へ
の
力
強
い
政
策
で

あ
り
、
そ
の
効
果
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
中

で
も
、
研
究
事
業
分
野
へ
の
融
資
と
補
助
金
の

絶
対
額
で
の
増
は
、
新
産
業
創
出
の
観
点
か
ら

も
好
ま
し
い
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
の
対
前
年
度
比
７

・
８
％
増
は
、
必
要
な
社
会
資
本
整
備
に
積
極

的
な
取
り
組
み
姿
勢
を
見
る
も
の
で
大
い
に
期

待
し
ま
す
。

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
、

越
路
地
区
で
の
防
災
ひ
ろ
ば
の
整
備
着
手
。
塚

野
山
を
は
じ
め
栃
尾
楡
原
、
中
之
島
、
与
板
の

４
地
域
で
の
湛
水
事
業
の
拡
充
な
ど
、
広
く
生

活
の
安
全
・
安
心
に
取
り
組
み
評
価
で
き
ま
す
。

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、「
天
地
人
」
を
活
用

し
た
多
彩
な
観
光
誘
客
の
推
進
策
が
、
長
岡
ま

つ
り
の
花
火
と
と
も
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
執
行
に
万
全
を
願
う
も
の
で
す
。

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
市
街

地
の
整
備
に
は
、
多
大
な
予
算
執
行
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
」と
期
待
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、来
年
度
予

算
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

柔
軟
な
財
政
基
盤
の
整
備
に
期
待

新
政
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
長

家
老

洋

世
界
的
な
経
済
危
機
で
市
税
が
大
幅
に
減
収

す
る
中
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
緊
急
的

な
経
済
・
雇
用
対
策
や
、
景
気
浮
揚
の
た
め
の
公

共
事
業
の
前
倒
し
発
注
、
学
校
耐
震
化
工
事
の

推
進
、
そ
し
て
福
祉
や
子
育
て
等
の
生
活
弱
者

に
対
す
る
支
援
施
策
な
ど
、
幅
広
い
積
極
的
な

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
建
設
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た

ち
新
政
ク
ラ
ブ
は
、
新
し
い
市
役
所
「
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
」
は
、
た
だ
単
に
行
政
を
執
行
す
る
だ

け
で
な
く
、
長
岡
市
の
20
年
、
50
年
先
を
見
据

え
た
、
そ
し
て
市
民
が
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
用

途
に
活
用
で
き
る
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
た
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
生

に
も
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
市
民
、
行
政
そ
し
て
議
会
で

叡
智
を
出
し
合
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
「
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
」
建
設
に
向
け
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
経
済
情
勢
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
予
測
で
き
な
い
中
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
財
政
基
盤
の
整
備
を
お
願
い
し
、
平
成
21

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

各
会
派
の
評
価

「
市
役
所
移
転
凍
結
」訴
え
予
算
に
反
対

共
産
党
市
議
団

団
長

笠
井

則
雄
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次号は平成21年７月25日発行予定です

167号

再生紙を使用しています

３月定例会 議決結果

３月定例会は、３月５日から３月27日まで
の23日間の会期で開かれました。
この定例会では、13人の議員が市政に対す

る一般質問を行いました。また、平成21年度
長岡市一般会計当初予算を中心に議論され、
市長提出議案51件、議員提出議案１件、請願
４件を審査し、それぞれ右表（会派別議案賛
否一覧表）のとおり決まりました。
今号では、２月20日に開かれた２月臨時会

の議決結果も掲載しました。

各種行政委員の選任・推薦に同意

３月27日の本会議最終日において、次の
とおり選任・推薦することに同意しました。

●教育委員会委員
加藤 孝博 氏（再任）

●人権擁護委員
古田島光子 氏（再任）
高橋 春彦 氏（再任）
峯村 明 氏（再任）
星野 信行 氏（再任）

会 派 別 所 属 議 員

市民クラブ

小熊 正志 酒井 正春
丸山 勝総 関 正史
加藤 尚登 丸山 広司
関 充夫 池田 彌
鈴木 正一 古川原直人
長谷川一作 松井 一男
長谷川一夫 高野 正義
大地 正幸 矢野 一夫

民成クラブ
小坂井和夫 杉本 輝榮
藤田 芳雄 加藤 一康
恩田 正夫

無所属の会
西澤 信勝 大平美惠子
桑原 望

公 明 党
藤井 達徳 中村 耕一
山田保一郎

共産党市議団
笠井 則雄 諸橋 雄
細井 良雄

しんしクラブ
永井 亮一 山田 省吾
杵渕 俊久

新政クラブ 家老 洋 水科 三郎

無 所 属
関 貴志
五十嵐清光

会 派 別 議 案 賛 否 一 覧 表

会 派 名
（ ）は所属議員数

議 案

市

民

ク

ラ

ブ


民

成

ク

ラ

ブ


無

所

属

の

会


公

明

党


共
産
党
市
議
団


し
ん
し
ク
ラ
ブ


新

政

ク

ラ

ブ


関

貴

志

議

員

五
十
嵐
清
光
議
員

議決結果

市
長
提
出
議
案

予

算

当初予算

平成21年度長岡市一般会計 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 原案可決

平成21年度長岡市介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成21年度長岡市後期高齢者医療事業特別会計 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成21年度長岡市下水道事業特別会計 ほか９件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

補正予算 平成20年度長岡市一般会計 ほか９件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条

例

制 定
長岡市中小企業者向け融資に係る損失補償に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

長岡市子育ての駅条例 ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正
長岡市介護保険条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

長岡市中越こども急患センター設置条例 ほか16件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他
財産の処分（一般ガス事業の譲渡に伴う財産の譲渡） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（富曽亀小学校増築工事） ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 事 教育委員会委員の選任、人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議員提出議案 長岡市議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 願

アフリカ・ソマリア沖への自衛艦派遣反対に関する請願 × ○ ※ × ○ × × ○ ○ 不 採 択

平成21年度税制改正関連法案において、
消費税の税率引き上げを行わないことに関する請願

× ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 不 採 択

金融危機に端を発する大量解雇・雇いどめから
雇用と暮らしを守る緊急対策の強化を国に求める
意見書提出に関する請願

× ○ × × ○ × ○ ○ ○ 不 採 択

協同労働の協同組合法の速やかな制定を求める
意見書提出に関する請願

△ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ 継続審査

3月定例会 ○：議案に対して賛成 ×：議案に対して反対 △：議案に対して継続審査

※：大平議員は賛成、西澤議員、桑原議員は反対

2月臨時会

市
長
提
出
議
案

専決処分 専決第１号 平成20年度長岡市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

補正予算 平成20年度長岡市一般会計 ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条例制定
長岡市地域活性化・生活対策臨時交付金基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

長岡市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成20年度

政務調査費収支報告

政務調査費とは、議員の調査
研究活動の充実を図るために、
必要な経費の一部を補助するも
のです。
当市では、議員１人当たり月

額６万円を会派（会派に属して
いない議員は、所属議員が１人
である会派を結成しているもの
と見なす）に交付しています。

※杵渕議員は、９月１日付けで
しんしクラブに所属したため、
平成20年４月～８月の政務調査
費は無所属議員として、20年９
月～21年３月の分は、しんしク
ラブに支給されました。
※収支差引残額のうち、預金利
息を差し引いた額が返還額です。

市 民
クラブ

民 成
クラブ

無所属
の 会

公明党
共産党
市議団

しんし
クラブ

新 政
クラブ

無所属
（杵渕）

無所属
（関）

無所属
（五十嵐）

無所属
（議長）

合 計

収
入
の
部

政務調査費 11,520,000 3,600,000 2,160,000 2,160,000 2,160,000 1,860,000 1,440,000 300,000 720,000 720,000 720,000 27,360,000

預 金 利 息 3,784 1,121 940 1,713 2,185 357 395 248 575 110 244 11,672

会派等負担分 2,037 1,145 0 0 1,462 4,049 0 2,519 0 0 213 11,425

合 計 ① 11,525,821 3,602,266 2,160,940 2,161,713 2,163,647 1,864,406 1,440,395 302,767 720,575 720,110 720,457 27,383,097

支
出
の
部

調査研修費 7,511,261 1,882,402 350,000 1,145,077 592,960 1,364,281 949,395 191,692 278,420 215,884 379,122 14,860,494

資 料 費 907,749 393,232 171,582 381,743 298,414 157,342 216,086 45,652 102,230 121,846 22,630 2,818,506

広報広聴費 1,188,697 520,570 834,399 52,500 960,000 0 160 0 103,468 0 65,100 3,724,894

情報通信費 1,234,075 582,082 245,870 549,537 170,298 71,527 0 0 8,505 94,260 147,290 3,103,444

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 684,039 223,980 123,073 32,856 141,975 271,256 274,537 65,423 39,611 288,120 106,315 2,251,185

合 計 ② 11,525,821 3,602,266 1,724,924 2,161,713 2,163,647 1,864,406 1,440,178 302,767 532,234 720,110 720,457 26,758,523

収支差引残額（①－②） 0 0 436,016 0 0 0 217 0 188,341 0 0 624,574
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